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総合実施計画 ( 平成8 ～
10年度)を策定

～ 安心して暮らせる
高

齢社会を目指して ～

☆8 こ年 度 が ら10 年 度 の 区 政 推 進 め 柱 と な る ヂ 足 立 衂1

■ i I I I ' - ・U ・り一総 合 実 施 計 画
」が ま と ま り ま し た 。こ の 実 施 計 諧 ぱ, …… ; 21

世 紀g? 足 立 区 の 将 米 娵 レりと き め 軋 瀝 と り コ 糾J

の ま 右 万万j ; f足 立
」卜の 実 現 を 劭 る だ め 口) 靤 合 斷 画 で 刎 ヤド- I

リ, - ,二いyり ● 乙' - I I I 一計 齟 ま,
ブ社 会 で・ 経 済 情 勢 の 変 化 に 弾 力 的 に 対 応 で き9

? 冫, ‥ ,‥ ; ぺ‥‥ ‥ ‥ , ‥ 吩 ・・・●●・・・・●・ ・・・りI 二
万今 尚 郵 年 問 の 中 期 町 画 と 癲 ミ亊 業g) 推 進{ 弓芦 や 拌

毎 年 徊 亀: T 叺 唏 律 ぢ 濟 回 の 附 哢T 叨4 米 齊 劈 單 少

難 燃 緇 髷 宍 蜜

弖 三 テ 為 面 と 金 佃 必 齟 よ 指 館 娃 雪

礼 巓 事 車 軸 斑 垂 廱 机 上 千 千 言 行

総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
施
策
の
展
開

・

統
合
新
庁
舎
の
建
設

足
立
区
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

統
合
新
庁
舎
の
滌
我
が
完
了
し
豕
歹
。

新
庁
舎
は
旦

万

月
に
閧
庁
し

、
。高
度

憐
報
化
に
対
応
I

冫

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
ビ
ル
と
し
て

、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ト
を

高
度
に
活
用
し
て
区
民
サ
ー

ビ
ス
の
向

卜
曹

徊

望

チ

。

・

竪

属

報
処
理
の
シ
ス
テ
ム
化

統
合
新
庁
舎
の
開
庁
と
同
時
に
、
福

祉
総
合
シ
ス
テ
ム
や
戸
籍
情
報
シ
ス
テ

ム
な
ど
が
稼
勣
膏
蹈
め
欒
す
o
y
れ
に

ょ
っ
て
福
祉
の
相
談
が
福
祉
事
務
所
で

総
合
的
に
鷽
g
2
ジ
?
を
つ
に
な
o
'

戸
籍
事
務
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
宋
す
。

・

防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備

区
の
防
思

鞳
勣
の
拠
点
と
し
て
蔘
一
[一

新
庁
舎
内
に
防
災
セ
ン
タ
ー
を
整
懈
レ

宋
歹
。
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し
て

、
災

害
時
に

、
よ
り
正
確
で

擶
璢
な
謌
報
の

収
學
岳

葎

亙

め
の
新
し
い
防

災
彎
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
毒
す
。

秦
齎
災
対
策
事
業
(

新
)

阪

神
・
淡

路
大
震
災
を
教
訓
と
し

て

、
老
朽
化
k

旛
の
耐
震
補
強
工
事

を
行
い
李
す
。
ま
た
、
避
難
所
と
な
る

各
小
・
中
学
校
に
災
害
救
助
物
品
壹
配

備
じ

、
災
客
に
礬
蛋
ヂ

。

・
密
集
住
宅
市
街
地
整
備
事
業
の
推
進

老
朽
怛

姙
住
宅
が
莖
こ
て
い
る

搜
笋
竈
て
帚
兄
多
促
進
じ
、
道
路
や

公
園
等
の
整
備
一″遷
め
、
災
害
に
強
い

安
全
で
快
濟
笛

ち
づ
く
n
を
進
め
ま

す
。

s
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

区
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
学
習
・

交
流
の
拠
点
施
胆
と
し
て
、
東
京
都
と

協
力
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
奩
建

設
し
樂
す
(
開
設
予
定
9
年
1
月
)
。

・
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
整
備

区
内
面
稟
の
振
興
・
活
性
化
i
凶
る

た
め
、
千
住
本
庁
舎
跡
に
産
業
情
報
の

黌
齎
一や
人
材
育
臈
、
業
種
間
の
交
流

等
の
機
能
多
痔
つ
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
蔡
緊
通
め
毒
す
(
i蔬

予
定
1
1年

秋
)
。

・
鉄
道
'
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
建
設
促

進

日
暮
里
・
申
(
線
の
1
1年
開
業
、
常

磐
新
線
の
杪一
年
開
通
奮
旦
指し
、
建
設

の
促
進
を
図
る
石
七
に
、
駅
前
広
場

等
の
整
備
や
沿
線
の
ま
ち
づ
く
ひ
を
通

澎

ヂ
。

蚩

霞
網
・
交
通
網
の
整
備

ま
ち
づ
く
口
の
幕
矍
で
あ
る
都
市
計

画
道
路
等
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
区
内
の
東
西
交
通
の
不
欅
秬
解
消

す
三
だ
め
、
環
状
7
哥
癜
に
沿
っ
て
、

足
立
・
葛
飾
・
江
戸
川
の
I
区
が
協
力

し
て
、
新
た
な
鉄
道
、
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン

の
蜃
謇
酉
指
し
て
い
龠
汞
す
。

壹

箴
情
報
化
と
C
A
T
V

の
普
及
　

地
域
に
密
着
し
た
情
報
通
信
幕
聖
の

整
備
や
、
高
層
建
築
物
等
に
よ
る
電
波

営
偃
障
害
の
解
消
奎
9

港
め
、
C
A
T
V

亊
譽
耆
琵
進
し
豕
す
。
8
年
中
に

放
映
を
開
始
し
、
段
階
的
に
放
映
対
象

地
椣
を
襤
大
し
て
い
罌

紊
。

地
域
保
健
福
祉
施
策
の
展
開

・
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進

―
人
々
の
、
自
ら
取
R
黔
健
康
づ
く
り

活
動
を
支
棔
r
亟
t
。
住
区
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
健
康
づ
く
り
り
た
め
の
学
葦
莇
な

ど
を
芫
実
さ
苫

ヂ

。

・
健
康
診
査
の
推
進

健
康
診
査
の
診
査
内
容
の
充
実
や
受

診
機
会
の
拡
大
■
図
り
、区
民
が
受
診

し
や
す
い
体
制
を
琶
伊
レ
、成
人
病
の

予
防
や
青
年
期
・
壮
年
期
の
健
蹶
づ
く

n
蚕
罹
進
し
豕
y
。

臺
老
人
保
健
施
設
の
整
備

医
療
機
関
か
ら
家
庭
へ
の
中
間
的
施

設
と
し
て
、
老
人
保
健
施
設
を
整
備

し
、
リ
(
ピ
l
y
I
シ
ョ
ン
や
脅
護
・
-

の
自
立
と

～

旅
護
の
整

備
に
あ
た
っ
ア
ほ

、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
て
い
孝
豕
す
。

・
特
別
震
護
老
人
ホ
ー
ム

ー高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設

自
宅
で
I

の

た
め
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
奮
雁
設

し
毒
す
。
ま
応
、
高
齢
者
が
寝
た
き
り

と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
餮
9

夊
泛
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
整
懈
し
て
い
き
ホ
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と

生
涯
学
習
推
進
施

策
の
展
開

・
学
校
校
舎
の
建
設

児
竃
至
徒
数
の
滅
少
に
対
5
し
て
学

校
規
模
の
適
正
化
を
行
い
、
良
好
な
教

―

ま
た

併
せ

て
老
朽
化
k

複
合
の
計
回
的
な
収
築

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

素
直

学
習
総
合
施
設
の
建
設

一亟
寿
馗
小
学
校
の
跡
地
に
、
生
涯

堡
箟
莇
の
中
心
的
な
施
呎
ζ
な
る
生

涯
学
習
総
合
施
設
の
建
設
を
進
め
ま

す
。
施
設
に
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

や
新
中
夭
図
書
館
、
気
軽
に
学
べ
る
放

送
大
学
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
瀞
設
け
ま

す
(
開
設
予
定
1
2年
4
月
)
。

・
花
畑
セ
ン
タ
ー
の
建
設

花
畑
セ
ン
タ
ー
が
、
8
年
&
月
に
開

設
し
豕
す
。
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
教
育

館
、
体
育
館
、
図
書
館
か
昏
な
る
ブ
ロ

ッ
ク
セ
ン
タ
乙
佳
区
セ
ン
タ
ー
の
複

合
施
設
で
す
。

8
年
度
の
予
算
案
が
3
月
議
会
で

承
認
さ
れ
る
と
、。
4
月
か
ら
こ
の

実
施
計
両
に
沿
っ
て
事
業
が
助
き

出
し
ま
す
。

総
合
実
施
計
画
S
は
、
情
報
公
開

課
(
千
住
本
庁
舎
・
中
央
本
町
庁

舎
)
、各
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

問
先
I

」住
本
庁
舎
・
企
画
課

酋
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

高齢者在宅サービスセンター六月(六月1- 6- 1) の通所の様子

リサイクルセンター( 中央本町2- 9- 1) 完 成 予想図

◎ 毎月1 日( EXP. ) ・10日・25日発行
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3 月 に

事 務 所 を
移転します

社 会 福 祉 協 議 会
まちづくり公社 都市景観デ ザイン室

国 際 親 善 協 会
体 育 協 会

区
役
所
の
新
庁
舎
移
転
に
と
も
な

い
、
仲
町
分
蚕
の
団
售
彼
事
務
所
(
下

表
)
に
移
転
し
豕
y
。
移
転
年
月
刪
は

表
の
通
り
で
歹
。
な
お
、
9
月
下
旬
に
、

再
度
区
9
屏
中
央
本
町
庁
舎
話
仔
棟
4

階
へ
の
移
転
夲
予
定
し
て
い
求
y
。

問
先
日
襲
蕕
祉
協
議
会

(
3
6
8
8
)
1
5
5
0

ま
ち
づ
く
り
公
社
都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン

室
、
国
際
親
善
協
会
、
体
育
s
会

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

自転車放置禁止区域案内

大師前駅周辺

「
L
台
ぐ
ら
い
」
と
膰
一
い
た
自
転
車

が
次
か
ら
次
へ
と
取
眼
を
睥
び
、
安
全

な
交
通
や
災
咢
時
の
緊
魯
晒
動
の
妨
け

と
な
っ
て
ぃ
求
す
。
区
で
は
、
駅
周
辺

お
芻
R
鍋
m
以
5
1
廁
に
鬲
っ
い

て
目
転
車
放
一
華
止
区
域
に
指
定
し
、

徴
去
活
動
を
仔
っ
て
ぃ
ホ
f
y
。
自
転
車

豪
引
き
取
忝
i
ほ
撤
去
料
と
し
f
ざ

千
円
黔
薇
収
し
家
歹
。
ま
た
撒
去
後
2

ヵ
月
き
y
の
で
'
」

注
意
く
だ
さ
い

。
駅
鷽
淵

ず
る

万
で

近
ぐ
の
万
は
で

燮

だ

け
歩
い
て
く
だ

さ
い

。
ま
た
、
通
勤
・
通
学
等
で

目
転

車
か
莉
用
さ
れ
る
万
は
駐
輪
場
夲
局
用

し
て

ぐ
だ
さ
い

。

薬
区
営
・
無
料
駐
車
場

▽
西
新
井
六
丁
目
自
転
車
駐
輪
場
・
・
・
西

新
井
―
-
7
1
&
先

圖

餮

駐
車
場

▽
フ
J
D
I

パ
ー
キ
ン
グ
大
師
前
…

西
新
#
1
1
1
6
1
1

(
3
a
a
4
)
4
1
a

、こ

午
後
5

時
ま
で
)

(
3
(
8
x
'
‘
)
4
0
8
0

夜

間
)

□
竹
の
塚
移
送
所
・
・
柬
伊
具
町
3
6
先
　

(竹
の
塚
濟
掃
工
場
沿
い
の
東
武
繚
高

架
下
)

問
先
=
#

■央
本
町
庁
舎
・
自

転
車
係
　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

8年度
東部・西部障害福祉総合センター

技能講習会受講者募集

趣味や創作活動を通じ て、日常生活に新し

い風を吹き 込みませんか。移動困難な方は、

拠点間の送迎バスが利用できます。 日程等=
下表 対象= 区内在住の陣害者 申込= 電

話 期限=2 月13日 申 ・問先= に>東部地喊

(国道4 号線の東側と千住地区) の方…

東部障售福祉総合センタ ーH5682 ―5370E>

西部地峨( 国道4 号線 の西側と小台・新田・

宮城地区) の方 …西部障害福祉総合センタ ー

3853- 0632

東部障害福祉総合センター(神明南2- 6- 18)

西部障害福祉総合センター(谷在家3- 13- 1)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

続
・
差
別
を
な
く
す
運
動
…
(
2
)

国
の
機
関
で
の
譱
別
事
件
は
軍
隊

の
ほ
か
に
裁
判
所
で
も
起
き
ま
し

た
。昭

和
7
年
末
、
香
川
県
の
同
和
地

区
の
青
年
が
、
地
区
外
り
瓦

と
知

ひ
合
い
、
結
婚
の
約
束
を
し
て
一
緒

に
住
み
始
め
I
レ
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
り
艾
性
の
父
親
は
、
青
年
が
同
和

地
区
出
身
で
あ
蜃
に戸
畳
知
り
「
だ

ま
袞
‥
て
駟
か
い
さ
れ
た
J
と
高
松

警
察
署
に
訴
え
た
の
で
歹
。

高
松
地
方
裁
判
所
は
「
蕾
罠
が
、

結
婚
に
際
し
て
目
分
の
身
分
を
稻
手
に

知
ら
享
堯
學
恚
の
は
、
r
罪
で
あ

る
」
と
し
て
有
罪
の
判
決
を
?
し
ま
し

た
。法

制
上
礑
T
で
に
廃
止
さ
れ
て
い
る

封
建
的
身
分
制
度
を
、
こ
の
剽
戻
で
は

認
め
、
青
年
?
(
権
を
躇
み
に
じ
っ
た

悪
質
な
裁
判
ど
し
て
、
全
国
の
同
和
地
-

こ
れ
に
対
し
全
国
水
平
社
は
蠹
別
裁

判
取
消
し
盈
氷
め
て
。
九
州
か
ら
東
京

に
向
け
て
}
(請
願
行
進
を
仔
い
、
全
国

的
な
運
動
を
盛
Q
上
げ
て
い
っ
た
の

で
y
。
そ
し
百
芳
人
の
署
名
を
集

め
、
司
法
省
、
検
嘉
島
な
ど
に
激
し

く
抗
毒
l
C

た
。

そ
の
結
果
。青
年
は
仮
釈
放
さ
れ
。

裁
判
官
や
検
亊
た
ち
に
は
退
職
や
転

～

水
平
社

側
の
全
面
的
勝
利
と
な
n
ま
C

た
。

し

か
し
、
数
々
の
成
果
を
あ
げ
た

水
平
社
の
活
動
は
、
昭
和
1
5年
、第
捕一

回
大
会

■

篌

に
低

冐
を

告
げ
、

戦
時
中
は
中
断
し
声
‥
'だ
。

○
同
和
問
題
に
闘
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当
へ

障
害
者
と
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ハ
ー
ト
&
ハー
ト
'
9
6

楽
し
い
催
じ
が
盛
ひ
沢
山
。
皆
さ

ん
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
卜
3
月
辺
貝
日
)
、
午
前
1
0
時～

午
後
1
時
場
所
卜
佐
野
セ
ン
タ

ー
内
容
H
音
楽
講
習
会
ぴ
「
ビ

ジ
ア
ー
タ
ー
ズ
」
・
自
立
牛
活
「
ツ

ー
ピ
ー
ス
」
に
よ
る
屓
奏
/
和
紙
工

芸
・
陶
芸
・
籐
2
:
?
乘
癩
み
等
の

自
主
サ
ー
ク
ル
の
作
品
の
販
売
/
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
/
パ
ソ
コ
ン
占
い
/
福

祉
機
器
の
展
示
等
柬
a
月
1
日
に

も
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
僕
擬
店

夲
行
い
零
y
問
先
日
東
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
『
x
a
7
0

社
会
福
祉
講
座

「
左
手
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」

中
島
章
雄
さ
ん
を
招
い
て

病
佩
に
よ
る
右
半
身
マ
ヒ
の
(
ン

デ
ィ
奎
胥
靤
え
た
中
島
穴
ん
の
演

奏
を
聰
き
、お
話
を
う
か
が
い
ま

す
。日
時
H
a
月
2
日
(
土
)
、午

後
l
時
～
t
時
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア

定
*
=
&
<
(

先
一
順
)

費
用
H
無
料

申
込
日
当
日
直
接
会

場
へ

※
身
体
の
不
自
臾

芳
を
対

象
に
、
リ
フ
ト
付
霞
(
ス
參
遺
行
し

ホ
"
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
命
む

せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
=
東
部
障
害
福

慍
畧
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
富
福
祉
磐
I

ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

節水にご協力ください。 《東京都水道局》
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が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査

(
無
料
で
す
)

□
湃
化
器
か
ん
検
珍

胃
が
九
蕋
駸
?
夭
膿
が
&
-
酲
で
す

対
象
H
3
5
歳
以
上
の
区
民
期
限
=
3

月
に
1
&
忌

日

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胄
の
男
気

で
治
家
中
の
方
。
妊
娠
し
て
い
忝
と
思

わ
れ
る
万
ほ
受
診
で
き
豈
尤

□
女
性
の
か
ん
検
診

乳
が
へ
子
宮
が
ん
Q
早
期
贔
筧
に

役
立
ち
豕
y
。
対
象
卜
3
0
歳
以
上
の

女
性
区
民

場
所
H
区
内
篦
厦
雖
機

関

受
診
日
日
受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
受
診
谿
一機
関
と
相
談
の
上
受
診

□
成
人
健
康
診
査

血
液
、
尿
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
奏
や
葬
行
い
、
心
臓
。
肝
臓
、

に
ん
臓
の
同
気
や
鱗
汞
『
高
血
圧
、

高
脂
皿
痙
等
に
つ
い
て
調
べ
宋
y
。
内

容
の
湎
r
荼
暗
翳
ぷ
'
。
対
象
H

4
0
歳
以
上
6
4
歳
(
昭
和
5
年
t
月
1
日

以
降
生
袤
れ
)
ま
で
の
区
民
場
所
H

区
内
一

留

鞍

靂

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
卜
(
ガ
キ
に
住
所

、
氏
名
(

ふ
り

が
な
)
、生
年
月
刪
、焦

別
、電
話
番
号

、

検
診
名
産
明
記
。
受
磐

苫

一一
丙

を
お

送
p

」
¥
チ

。
(壘
T

年
以
内
に
区
の

同
種
の
検
診
を
受
け
た
方
は
除
き
ま

す
)

※
桷
化
器
が
ん
検
診
は
、
表
1

の
匯
程
か
ら
検
診
日
・
場
所
(

第
1
希

望
蛋
で
)

も
明
記

申
・
問
先
H

千
住

本
庁
舍
・
保
健
予
防
係

〒
跏
千
住
1
1
4
1
1
8

莟
8
8
2
)

―
―
I
L

㈹

表1　 消化器がん検診日程

高
脂
血
症
予
防
教
室

血
管
を
若
く柔

ら
か
く
保
つ
生
活
術

健
鑿
寡
吁
て
、
「
中
性
脂
肪
や
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
饂
が
高
い
」と
い
わ
れ
た

冫
ぽ
一
の
a
み
疂
ん
か
。
「血
管
に
よ
い

年
活
」に
つ
い
て
耆
殳
矗
溟
手
。

日
時
卜
x
月
2
1
・
2
8
日
(
2
E
制
、い

ず
れ
忿
逧
旦

、午
後
F
時
迴
7
3

時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の

方

内
容
日
高
脂
皿
症
の
原
因
や
、
予

防
の
た
め
の
仭
酒
、
食
事
に
つ
い
て

定
員
―
」O
0
人
(
先
着
順
)

費
用
川
無

料

申
込
占
底

場
・
申
・
問
先
=

足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

膠
原
病今

の
治
療
、こ
れ
か
ら
の
く
ら
し

ど
ん
な
治
療
法
が
受
忝
r

蕘

っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
牛
謇
蒹
4

にみ
ま

せ
ん
か
。
日
時
=
3
月
7
日
禾
)
、午

後
1
時
I
ぞ
時

場
所
H
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
こ
ぐ
勁
科
学
館

対
象
=
膠
原

病

筌
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強

皮
定
、
皮
膚
筋
炎
、
鷺
霆
筋
炎
、
シ

ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
、
混
合
性
結
合
組

織
駻
な
ど
)
の
愚
者
戸
そ
の
家
族

講

師
辿
屆

茂
子
氏

都
立
駒
込
病
院
ア

レ
ル
ギ
ー
・
膠
原
病
科
医
師
)

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
卜

江
北
保
健
相
談
所

1
8
9
6
)
4
0
0
4

赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
に

日
時
卜
3
月
1
日
釡
)
、
午
後
F
時
3
0

分～
t
時
対
象
H
妊
娠
ゑ
肓
以
降

の
方
と
そ
の
配
偶
者

内
容
H
マ
タ
ニ

テ
ィ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
バ
パ
の
子
育
て

入
門
編

定
S
Ⅱ
3
0人
(
包
″牘
)

茸
E
=
無
料

申
込
日
電
話

場
・
申
・

問
先
基
住
旌
盾
屏

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

(財
)足立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

指
名
参
加
願
い
を
受
け
付
け
中

8
・
9
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
公
社

が
発
學
右
工
事
の
指
名
参
加
願
い

の
受
け
付
け
を
現
在
行
っ
て
い
ま

す
。
糞
艱
を
し
な
い
と
。
ま
ち
づ
ぐ
n

公
竍
蔔
擇

ず
る
工
事
を
受
孳
y

る
こ
翦
ぞ
靈
弄
凡
。

受
付
期

間
等
=
2
a
昏
訛
で
、
午
前
1
時～

午
後
t
時
用
紙
配
布
・
申
・
問

先
H
惠
3

く
り
公
社

靦
瀬
X
・
3
0
1
6
)

(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

東京税理士会 確定申告の無料相談 税
翠
士
蕀
に
よ
る
確
定
申
告
の
無

料
相
談
奮
行
い
求
f
'。
ご
利
用
ぐ
だ

さ
い
。
'
問
先
日
足
立
税
務
署

(
3
a
I
o
)
8
9
1

西
新
井
鯲
叛
薯

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

※「
あ
だ
ち
広
報
」
1
月
2
5匯
号
で
お

知
ら
せ
し
た
時
間
に
誤
a
r

呎
差

」
だ
。
お
わ
び
に‘て
訂
正
い
た
し
ま

す
。
(

広
報
課
〉※ 時間はいずれも、午前9時30分～午後4時

精

神

保

健

講

演

会

□
「
分
裂
病―
家
族
の
接
し
方
」
　

分
裂
病
の
愚
者
さ
ん
に
、
家
族
は

ど
ん
な
ふ
7
に
箜
灸
ゐ
が
い
ち
ぱ

ん
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
日
時
日
2

月
1
5
日
禾
)
、
午
後
2
時～
t
時

講
師
Ⅱ
白
石
弘
巳
氏
(
箜

癘
立
精

神
保
健
セ
ン
タ
ー
医
長
)

定
員
卜
6
0

人
(
先
鷺
牘
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
日
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

□
蛮
一
の
た
め
の
精
神
講
座
「
精
神

分
裂
病
」
の
治
療
に
つ
い
て

日
時
=
2
月
2
8
旦
水
」
、
3
月
B
甘

丞
、
午
後
L
時
3
0
分
卜
1
時
叩
分

対
象
儿
一
一
神
障
害
者
盈
拶
X
る
家
族

の
万
内
容
必
蔟
の
対
応
に
つ
い

て
一
緒
に
勉
強
し
、
塞
見
交
換
を
し

宋
y
講
師
基
4
蒙
氏
(
*
K
W

筍
両

院
医
師
)

定
員
=
5
0人
筅

着
順
)

費
用
日
無
料

巒
一
7
電

話

場
・
申
・
問
先
卜
中
央
本
町
保

健
相
談
所

(
q
り
8
8
0
)
5
3
5
1

掲
示
板

□
障
書
者
か
働
く
喫
茶
店
の
店
名
は

「
茶
房
ゆ
う
あ
い
」
に
!

皆
穣
か
ら
`
応
募
い
た
だ
い
た
喫

茶
店
の
思
名
が
、「
茶
房
ゆ
う
あ
い
」

に
決
ま
n
犇
レ
た
。
採
用
さ
れ
た
万

へ
は
、
記
耆
覃
呑
胥
l

要
一
。

問
先
卜
障
害
福
祉
館
友
愛
会
(
竹
の

獵
セ
ン
タ
ー
内
)

(
Qり
8
5
9
)
4
1
4

″り̀

□
第
4
回
『
足
立
子
ど
も
・
福
祉
フ

ォ
ー
ラ
ム
』

日
時
卜
2
月
2
4
日
(
土
)
、午
後
F
時

廴
丿
時
場
所
H
生
涯
学
習
館
稜

瀬
`
¥
車
徒
歩
瓦
灯
)
テ
ー
マ
H

地
域
の
中
で
の
育
貉
と
ひ
と
り
一
人

に
応
父
洫
逕
支
援

定
S
H
聊
人

筅
着
順
)
S

用
卜
無
料

問
先
H

う
の
だ
・
あ
け
ぽ
の
学
園

1
8
4
8
)
1
1
9
0

□
城
北
分
圓
臨
時
職
員
募
集

職
種
↓
兩
師
、
保
母
(
父
)
、
看
護

婦
壬
)

募
集
人
S
H
各
若
干
名

勤
務
場
所
H
都
立
北
顰
育
医
療
セ
ン

タ
ー
城
北
分
園
(
南
花
畑
5
1
1
0
1
1
)

採
用
八
自
以
降

申
・

問

先
=

都

立

北

原

音
篋

原

セ

ン

タ

ー
城

北

分

菌

庶

務

係

(
3
8
8
3
)
5
1
3
1

□
無
料
耐
震
・
建
築
相
談
と
写
真
展

日

時
H
I

月
D

は
(
月
)
-
2
5
B
(

日
)

、

午

前
1
0

時

～

午

後
1

時
(

無

料

相

談

は
2
4

・
2
5
E

の

み
)

場

所

Ⅱ

北

千

住

西

口

美

観

商

店

街

振

興

組

合

事

務

所
(

千

住
2
1

召

内

容

日

建

物

の

耐

震

や

建

築

に

つ

い

て

の

全

般

的

な

相

談

、

驚

営

避

難

奮

ア

ー
マ

と

レ

ー

武

な

み

調

査

写

真

の

パ
ネ

ル

発

表

、
建

物

完

成

予

想

パ

ー
ス

の

展

示

問

先

乱

景

都

建

築

士

事

務

所

雙

跫

立

支

部

3
8
4
9
)
0
7
9
1

□
短
期
講
習
(
3
級
簿
記
)

日

時
=
^
r
t
n
j
o
o
t
o
(
K
)

―
i
r
t
i
i
j
j
n
(
4
R
(

講

習

日

は

月

・

水

・

金

曜

日

の
2
1
a

間
)

、
午

後
1

時

郤
}

了

旦

暝

芬

対

象
=

日

商

―

級

簿

記

検

定

受

耿

蛋

り

指

す

方

定

員

―

」O
0人

費

用
H

を

千
5
0
0

円

受

付

日

時

卜
3

月
5

日

、
午

後
6

時

に

直

接

来

校

。
満

員

の

場

命

佃
選

問

先
=

都

立

足

立

高

等

職

業

技

術

専

門

校

・

能

力

開

発

係

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
東
京
都
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

応

募

資

格
=
8

年
4

月
1

日

現

在

、2
0

歳

以

上

で

都

内

在

住

の

方
(

公

務

員

・

当

モ

ニ

タ

ー
蹣

藐

者

鳶

陬
く
)

募

集

人
員
卜
千
人
主
な
仕
事
=
ア
ン
ケ

ー
ト
へ
の
回
答
官
回
程
度
)
、会
合

へ
の
出
席
(
2
回
程
度
)
、消
費
生
活

に
関
宮
齧
寛
・
要
望
萼
の
提
出
な

ど
期
間
卜
4
月
か
ら
F
年
間
謝

礼
H
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
―
回
ま
応
ほ

会
合
出
席
L
回
に
つ
き
千
7
0
0
円
程
度

申
込
H
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
(
ふ
り

が
瑟
、年
齢
ヽ
‘
菊
ヽ
職
業
ヽ
1

番
号
、作
文
「耨
只
y
冫
p
し
の
中

で
思
?
に
と
」澂
明
記
し
て
郵
送

期
限
=
2
月
2
9
E
消
印
有
効
※
地

域
別
の
人
口
比
、年
代
別
の
構
臑
等

夲
烝
慮
し
て
選
考
。結
果
は
t
月
中

に
通
知

申
・
問
先
=
東
京
都
消
費

者
セ
ン
タ
ー
罸
譟
調
査
係

〒
1
6
2

新
宿
区
神
楽
愬
T
1
1

3
2
3
5
)
4
1
5
5

□
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「東
京
の
産
業
廃

棄
物
」I
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
と

産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
1

日
時
=
2
月
2
0吁
(
火
)
、
午
後
L
時

卻
}
T
1

眤
芬

場
所
=
m

年

舎
冨
セ
ン
タ
ー
・
セ
ブ
ン
シ
テ
ィ

薪
宿
区
西
新
宿
4
1
3
4
1
1
)

コ
ー
デ
ィ
ネ
L
夕
1
卜
平
山
直
道
氏
(

都
立
大
学
名
誉
教
授
)
S

用
H
無

料

申
込
↓

逕

申
・
問
先
=
東

京
壁

廃
棄
物
協
会

(
3
4
9
9
)
6
1
0
6

ビ デ オ で 知 る 高 齢 者 福 祉 サ ー ビ ス

ルッ クi n あ だ ちN0. 63 「在 宅 介護 」

鈿i 嚇所二蟀 縮公幽課( ¥住淘 宇合 べ中央汞岫吟4) 、I i

各図書館・・問夕i諞千住 本庁舎, 広報課映 倣担当
aS 祀二111 聊

1月25日号掲載

クイズ　あだちの達人 解答

た
ぐ
戈
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
耆
の
n
倪
と
R

き
い
ま

し
た
。
(

広
報
課
〉
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衆議院議員選挙は
2 つ

の
選挙区に

平
成
6
年
の
公
韈
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

衆
庸
院
選
童
か
今
ま
r
の
中
選
挙
区
制
か
ヽ
b

小
選
挙
区
・
比
偈
祀
表
並
立
制
に
変
わ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
蓼
た
、
小
迎
挙
区
の
区
割
り

を
足
め
た

、
り
わ
ゆ
る
区
劃
り
法
も
同
年
1
2

月
に
施
行
a
れ

、
巫

竝
区
の
選
挙
区
も
2
つ

に
分
劃
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

」‥
}、
選
挙
区
か
ガ
剛
‘
cれ
る
の
は
衆
議
院
選

挙
の
み
乙

、
他
の
選
挙
r

は
分
剛
雰
}
れ
ま
せ

ん

。
今
劭
は

、
改
正
さ
れ
た
衆
議
院
選
豢
劒

度
を
中
心
に
お
知
ら
芦
M

す

。

中
選
挙
区
制
か
ら

小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
へ

小
選
挙
区
・
比
例
代
表
並
立
聊
と
は
、

L
選
挙
区
か
ら
L
轟
員
濫
`
出
す
9
小

選
愚

喩

ど

、
全
画
1
1ブ

ロ
ッ
ク
か
ら

ド
ン
ト
式

逾

挙
マ

メ
知
識
参
照
)

に

よ
っ
て

政
党
の
得
票
数
に
応
じ
て
議
貝

奮

苗

す

律
例

代
表
制
か
ら

甓

衢

零

手

。

今
回
の

改
正
刄

衆
議
院
の

議
員
定
数

は
5
1
1人
か
ら
泗
人
に

摯

。
小
選
挙
区
選

挙
で

別
人
、
比

例
代

表
選
挙
で
聊
人
の
墜
覃
選
ぶ
こ
と
に

な
ひ
軍
y
。

足
立
区
は

2
つ
の
選
挙
区
に
分
か
れ
ま
す

区
割
n
a
冥
選

挙
区
間
哭

口
格
差

が
」
爵
2

以
上
に
な
ら
な
い

ぷ
つ
に
す

ゑ

に
曇

筵

汞
と
し
、
小
選

挙
区
の
足

数
跏
の
冫

り
、
ま
ず
み
を

各
揶
逎
府
県

に
L
ず
つ
配
当
。
残
り
の
2
5
3は

、
各
都

道
府
県

哭

囗
に
比
例
し
ア
配
当
」冢

し
た
(

東
京
都
の
場
合
、
小
選

挙
区
は
2
5

に
区

割
n
き
れ
ま
す
)
。同
様
に
、
比

例
代
表
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
定
数
に
つ
い
て

も
人
口
比
例
で
配
分
し
ま
し
た

東

京

都
は
珊
込

。

足
立
区
の
塲

合
、
人
口
約
6
4万
人
と

卜
選

挙
区
の

人
口
と
し
て
は
全
国
の
平

均

葯
4
1
万
2

千

さ

を
大
幅
に
超

凡

て
い
る
た
め
、
、
2
つ
の
選
挙
区
に
分

割
さ
れ
ま
し
た

。

具
体
的
に
は

、
図
1

の
ぶ
つ
に
、
補

助
叨

逼

麾
竹
槝
通
り
ご

環
状
7
号

線
・
悠

司

耳
繃

尾

久
橋
通
り
}
等
を

塊
と
し
て
、
西

側
部
分
は

北
区
と
と

も

に
「重
昂
瞿
鳬
区
」
と
な
り
、足
立

区
の
そ
れ
以
外
の
区
聾
譎
独
で
「東

京
都
第
1
3区
」と
な
り
愚
夕
。

図1

投
票
は
二
票
制
で
、記
号
式
か
ら

自
書
式
の
投
票
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

新
制
度
で
の
忿
票
は
、
小
選
挙
区
と

比
例
代
表
の
選
挙
を
別
個
に
行
う
た

め
。
二
票
制
に
な
り
ま
す
。
投
票
冱
`

は
。
6
年
の
改
正
の
と
筈
に
は
、
枌
果

す
&
侠
補
者
名
・
政
党
名
に
○
印
を
つ

吋
る
記
号
式
で
し
た
。
し
か
し
、
昨
年

1
2月
、
小
選
挙
区
選

挙
で
は
侯
補
者
個

人
を
、
比
例
代
表
選

挙
で
は
政
党
等
を

記
入
す
る

目
書
式
の
投
票
に
戻
す
改
正

が
行

わ
れ
ま
し
た

圀
2
)

。
な
お

、

衆
讌

邃

挙
を
行
う
隈
は
。
最
高
裁
判

所
激
判
官
の
国
民
審
査
も
同
時
に
行
う

た
め
、
投
票
は
計
3
回
か
な
n

ま

す
。

図2

衆議院議員選挙の投票方法

候
補
者
の

氏
名
を
記
入

小選挙区選出
300 人

政
党
等
の

名
称
を
記
入

比例代表選出
200 人

当
選
人
の

決
め
方

小
選
挙
区
選
挙
で
は
、
得
票
数
の
最

も
多
い
侯
補
者
{莱
選
人
と
し
ま
夛
。

俗
じ
、
既
授
票
9
分ヽ
?

以
上

の
得
票
が
必
襾
に
な
旦
子

。

比
例
代
表
選
挙
で
は
、
各
政
党
の
得

梨
数
に
比
列
し
て
詣
學
《
取
が
配
岔
ご

れ
、
各
政
党
ご
と
に
侯
拙
者
名
簿
の
当

選
人
お
客
べ
き
順
位
に
し
た
が
っ
て

渤
壜
人
が
決
ま
り
ま
す
。

選
挙
制
度
等
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
…

千
住
本
庁
舎
・

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

撰挙 マメ知識

「ドント式」

ドント式 とは、各政党の寿粟数を1 。2

、3 、4 … の整数で名陣登載者散まで

順次割り、出 た答えの大きい順に選挙す

べき餓貝の数に僮するまで、各政党に当

選人の数を配分していくものです。

選挙人名簿の縦覧

農
業
委
員
会

選
挙
惰
理
畳
豐
聊
ほ
、
毎
年
、

農
業
委
員
会
耆
與
選
挙
の
選
挙
人
名

簿
を
作
鴟
し
て
い
求
瓦
こ
の
選
挙

人
名
籏
澡
還
峪
人
に
対
し
て
、
次
の

と
芻
息
餮
じ
李
歹
。

期
間
=
<
M

月
2
3日
A

月
8
日

場
所
n
千
住

本
庁
舎
・
選
挙
曾
理
香
與
会

保
木
間
五
丁
目
(
2
7番
～
終
)
に
お
住
ま
い
の
方
へ

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

次
の
選
搭
か
鳬
窟
居
が
寰
ぢ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

所
庄
花
州
西
小
学
校
(
花
畑
4
-

汨
-

上

〈新投票所付 近略図〉

ご
利
用
く
だ
さ
い

身
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
制
度

郵

便
投
票

制
度

身
体
に
重

度
の
障
害
が
あ
っ
て
投
果

所
へ
行
く
こ
と
が
困
雕
な
万
は

、
郵
便

に
よ
り
目
宅
で
投
罘

莨

ざ

と
が
で
き

ま
す

。

対
象
卜
ご
自

身
で

甼

が
書

け

、
次
の
ど

黔
呎

訖

研

学

岑
万
・・
・

身
体
障
齋

革

憮
蠢

茗

、
両
下
肢

、

体
幹
・
移
動

槻
能
の
障
害
程
度
が
1

・

冫
級
の
万
丿

忌

は
心
臓

、
じ
ん
臓

、

直
腸

、
小
腸

、
ぼ
う
y
」う

、
呼
吸
器
の

障
害
程
度
が
L
級
ま
た
喋

丿
級
の
万
/

戦
傷
病
者
手

帳
冴
お

持
ち
の
万
で

、
郵

欅
埓
票

を
希
筆
萇

芳

申
込
n

身
体

陣
琶
者
ま

冢

痔
参
の
う
入

、
本
人
ま

た
は
代
理
の

方
が
萇

罹

擧

管
理

委
貝

会
事
務
局
へ

※
手
帳
を
お
持
ち
の
耨

合
で
丶

都

知
事
の
証
明
が
必
要
な
場

合
が
あ
ひ

、
郵
便
投
粟
証
明
書
を
発
行

す
る

ま
で
に
2

ヵ
月
ぐ
ら
い
か
か
る
こ

と

が
あ
り
孚

点
字
シ
ー
ル
付
き
の
選
挙
入
場
整
理

券
を
希
望
す
る
方
へ

選
挙
管
理
委
員
会
?
ほ
、
選
挙
の
際

に
郵

送
し
て
い
る
入
場

整
理
券
に
、
点

字
シ

ー
ル
鴦

ほ
っ
た

も
の
(
ど
の
「

ガ

キ
は

選
挙
哭

場
詆

摎
冢
手

」
と
番

か
れ
て
い
嫐
万

葉

憲

し
声

し
た

。

目
の
不
自
由
な
万
刄

こ
の
点
字
シ
ー

ル
か
ほ

う
た
入
場
籥
咥
券
の
郵
送
を
希

望
菅
右
方
は
、
ご
漂

廼
く
だ
さ
い
。

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
●

日
時
U
2

月
1
8り

目
)

、
午

前
1
0時
I

午
吟

蒔

囹

大
中
止
)

場
所
凵
本

木
1
-
3

旧

竹
野
内
寡
真

盾
恥
地
)

※
出
店
者
の

募
集
は
終
了
し
F

し
た

。

ま
た

、
車
で
の

来
場
は
で

詈

笹

ん
の

で

、
ご
了
象
く
だ
さ
い

問
先
=

足
立

区
リ
サ
イ
ク
ル
推
逓
員
フ
リ

ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
実
行
耆

鵝
会
事
務
局
(

中
央
本
町

庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課
6

(
a
)
5
2
8

コ
ン
ポ
ス
ト
化
(
生
ご
み
処
理
)

容
器
を
購
入
す
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
黯
呵
生
ご
み
を

t
y
t
`
一
に
澎
灸
ご
と
が
で
き
、

友ゝ
の
蕾
君
R

彳
ク
ル
に
効
果
が

あ
2
乖
・
こ
の
コ
ン
ポ
ス
左

容
器

を
購
入
す
る
万
に
、
購
入
賢
の
冫
苳

補
助
し
て
い
樂
歹
。徒
来
の
土
の
中
に

埋
め
込
む
タ
イ
プ
の
暝
9
に
、ベ
ラ
ン

ダ
に
設
葦
す
芻
も
の
や
電
力
壹
哭
も

の
な
ど
、様
々
な
概
雅
が
嵒
¥
多
極

種
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
}
。

対
象
=
区
内
在
住
の

、
コ
ン
ポ
ス
ト
化

容
器

を
置
く
ス
ペ
ー
ス
の
茆
Q

方

※

購
入

す
る
前
に
必
ず
申
隋
し
て
く
だ
さ

い

。
瞬
入
後
の
甲
賻

昊

け
付
け
で

き

ま
甘
ん

申
込
N

匳
葎
悪
口
へ
(

先
着

順

。
補
助
金
の
枠
内
に
遠
し
た
時
点
で

締
め
切
Q

豕
Σ

期
限
H
2

月
2
0
E

申
・
問
先
日
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
課

昔
(
1
)

～
8

ま
ち
づ
く
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す

地
摸
の
香
靡
か
が
、
よ
口
円
滑
に
ま

ち
づ
く
り
蓍
罌
?
り
れ
る
ぷ
つ
、
ま
ち

づ
く
口
羅
進
委
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
制

謇
嘉
ほ
て
い
聿
y
。
「
推
進
委
芦
は

ま
ち
づ
く
り
の
良
き
相
談
者
と
し
て
。

「カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
専
門
的
な
助
卮

耆
と
し
て
、
区
が
枩
っ
づ
く
9
畧
腮

石
香
齏
か
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、こ
の
豕
石
づ
く
り
刀
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
し
刄
匹
躍
し
て
く
だ
癨
屡
畆
募
集

し
ま
夛

。

対
象
=

区
内
に
3

年
以
上

居
住
し
て
い

る
万
/

満
3
5
歳
以
上
の
方
/

都
市
計
諤
に
関
畜

刄

瓷
祗

携
わ
っ

て
い
る
万
/

求
ち
づ
く
り
に
艱
肩
な
知

識
と
経
験
{
y
9

芳

募
集
人
員

卜
7

人

期
限
N
2

月
2
6
日

※
申
込

方
法

等
の
詳
細
咳

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ

い

申
・
問
先
卜
千
住
本
庁
舎

ふ

茗

づ
く
吟
麁
推
進
係

a
(
8
)
1
1
1

卜
㈹

よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に

区
政
モ
ニ
タ
ー
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

足

立
区
兮

右

僅
み
ょ
い
妻

り
に
し

て
い

く
た
め
に
、
憊

兄

の
ご
嬰
兄
や

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
y
y
唇
?

澎
お
聞

か
餮

迪

さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
U

漂
昂
会
議
・
委
嘱
式
へ
の
出
席

苹

日
、
年
4
回
程
茜
/

ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
華
一
回
程
應
/
旆
瞽
尿
会
へ

の
笋
加
(
年
1
回
程
茗
/
区
政
全
般
に

つ
い
て
の
情
報
・
意
見
・
要
留
零
の
提

出
随
時
)
/
そ
の
ほ
か
5
聰
業
脇
へ

の
眼
力
任
期
=
4
月
ふ
年
a
月

対
象
川
次
の
す
べ
て
の
条
件
盒
`
た
す

方
・・
・
4
月
1
日
現
在

、
満
覦

黔
で

フ

足
立
区
に
引
き
続
齊
J

力
月
以
上
眼
圧

し
て
い
る

百

素
語
が
で

き
る
外
国
人

奮

笞
)
/

都
内
の
地
方
公
共
団

体
の

懲

貝
で
な
い
/

過
云
3

年
間
に
区
政
モ

ニ
タ
ー
膏
E

験
し
て
い
な
い

募

杲
人

輿
目
5
0
人

謝
礼
卩
会
議
出
席
・
・・
1
・回
3

千
円

萎

嘱
式
は
除
く
)
/

ア
ン
ヶ
I

ト
回
答
・・・
1
回
千
円

期
限
H
2

月
1
9

日

申
込
↓

謡

で
応
戞
用
紙
疂
跚

求

申
・
問

先
卜
千
住
本
庁
舎
・
広
聡

相
護
係

霓
3
9
T
I
I

㈹

良い 番組 作りのた めに
参加してください

ビデオモニター募集

区
で
は

、
区
政
の
勦
さ
や
出
来
事

、

区
民
の
皆
さ
ん
の
身
旄

誥

譽
5

ヤ

オ
で

紹
介
す
る

「
ル
ッ
ク
・
叭
あ
だ
ち
」

「N
E
W
S

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
」
を
荊

作
し

、
区
の

厠
設

、
金
融
機
関

、
ス
ー

パ
入

営

、
約
2
5
0ヵ
所
で

双
映
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
琴

£

ひ
雁
力

あ
る
広
報
ビ
デ
オ
に
す
る
た
め
に
、
モ

ニ
タ
1

奩

霤
r
¥

畳

。

対
象
H

満

迴

冊

宝

で

、
区
内
に
引
き
聾

冨

力

昂
1

居
住
し
、
7

年
度
の
ビ
デ
オ
モ

ニ
タ
ー
、区
政
モ
ニ
タ
ー
で
な
い
方

丁

家
庭
人

に
限
口
季

苳

任
期
卜
4

月
I
9
年
1
月
内
容
卜
年
1
9
笨
の
ビ

デ
オ
広
報
膏
易
タ
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
　

已
デ
オ
は
萼
枦
¥
畧
£
募
集
人

員
卜
2
0
人
(
抽
選
)
謝
礼
H
送
付
し

た
ビ
デ
オ
と
、ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
唆
に

記
念
嵒
篆
じ
ふ
冢
す
※
回
答
い

た
だ
け
な
い
擾
に
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
を

取
ひ
哂
さ
せ
て
い
た
だ
零
墨
y
の
で
、

ご
マ
殱

く
だ
さ
い

申
込
=
(

ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
暇

職
業
'
$

話
番

号

股

間
・
夜
間
の
両
冱

、
ピ
デ
オ
テ

ッ
吉

種
類
(
V
H
S

、8
ミ
リ
な
ど
)

痂
萌

記

申
・
問
先
乱

座

本
庁
舎
・

広
報
課
映
像
相
当

〒
1
2
0千
住
1
-
1
-
1
8

登
(
3
8
9
)
1
1
1
L

㈹

あなたの相談室 問先=千住本庁舎1階・区民相談室
場所=千住1- 4- 18 　3882- 1111㈹

困 っ たこ と や 心 配 な こと が あ り まし た ら 、お 気 軽 にご 利 用《 だ さ い( 無 剽・秘 毯 厳 守)

○ 住宅修繕等をお考えの方へ、区内建築業者の連合団体を通じて施工業者をあう
せんしています。電話でお申し込みください。
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

福
祉
事
務
所
の
ご
案
内

福
祉
霧
所
で
は
、
各
種
の
相
談
や

肭
付
の
事
票
鷽
行
つ
て
い
李
y
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
く
な
り
収
入
が
減

り
、
牛
活
費
や
医
療
衰
弱
こ
で
お
困
り

の
方
に
、
忠
l
l

の
制
呎
r
の
n
ま

す
。

□
高
齢
者
の
万

在
i

者
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
麦
丶
6
5
蔵
以
上
の
諄
だ
き
り
ま
I

特

殊
寝
台
や
亀
磁
I

活
用
具
の
給
付
・
寒
猛
釜
行
つ
て
い

求
y
。
諄
だ
き
ひ
な
ど
で
常
に
介
謬
を

必
霰
と
し
、
同
時
に
在
宅
で
の
生
活
が

困
騅
な
高
齢
者
に
、
特
別
費
護
考
人
ホ

ー
ム
入
所
の
相
脈
鷽
行
つ
て
い
掌
T

。

・
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
耆
そ
輳
の
交
付
、
裨
装
具
、

更
年
ぽ
篥
、
旦
乖
活
用
具
や
住
宅
設

備
改
善
費
の
紡
忖
、
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
濮
な
ど
の
事
業
や
相
摯
奮
り

つ
て
い
求
歹
。聴
党
障
害
の
方
に
は
、

毎
月
第
t
木
曜
貝
午
後
F
時
～
1
時

g
盂
篷
訳
1
を

し
嫐
y
。

□
知
的
発
達
障
害
者
(
児
)
の
方

愛
の
そ
唄
の
交
付
、
知
的
発
邏
障
客

者
(
児
)
の
援
霞
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の

相
談
奮
行
つ
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
一
の
万

2
0繻
禾
満
9

孥
さ
ん
の
い
る
母
子

覃
瓩
の
方
に
、-

職
支
度
翁
な
ど
の
曾
付
、
ま
{
誨
子
寮

ヘ
ー

て
い
ま

す
。
ま
た
、
指
足
の
国
民
宿
舎
な
ど
を

年
l
泊
、
無
料
ま
5
1

糲
な
料
金
で

提
供
す
る
、
ひ
こ
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー

ム
の
制
麌
芦
が
あ
ひ
豕
す
。

圏
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
を
豕
め
る
屁
こ
、
様
々

な
問
題
榮
一
?
で
困
つ
て
い
忝
瓦
瑟
‘

対
象
に
相
譽
審
吁
て
い
ホ
y
。

□
冢
羅
内
の
躔
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
・
・
家
庭
相
談
員
が
家
庭
内

の
い
ろ
い
'
{
な
問
題
に
つ
い
て
相
摯
そ

蠢
そ
い
求
す
▽
泌
戞
i
・
・
・
児
童

福
祉
司
が
、
子
供
の
養
育
費
や
陣
寮
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
柤
■
冪
吁
て
い

李
y
日
時
日
毎
一
月
・
木
皿
日
(
中

部
福
祉
事
務
所
は
木
離
日
の
み
)
、
午

前
1
時
～
正
午

□
出
産
S
用
に
お
困
り
の
方

妊
爾
碼一の
い
る
家
庭
が
、
経
済
的
な

珊
田
で
出
庫
費
用
童
ヱ
咎
冫
に戸
か
困

難
な
場
合
、
無
堅
素
ほ
安
い
費
用
で

入
院
・
出
産
の
で
‘簒

「
入
院
助
産
制

脾

が
あ
2

チ
。
た
だ
し
、
指
定
施

設
に
限
ひ
豕
す
。

対
象
=
8

ヵ

月
以
上
の
區
{
/
前
年
分
所
得
税
が
F

石
茖
千
枷
円
以
下
の
世
菷

―
―
い
ず
れ
も―
―

申
・
問
先
蕊
昜
の
福
祉
暮
務
所
簔
よ

表1　 福祉事務所一覧

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

次
の
保
育
園
で
は
。
経
験
孳
か
な
保

母
が
育
詣
涙
に
応
じ
て
い
宋
y
。
安

心
-

つ
に
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
藹
哢
嚴
9
)
。
-

実
施
保
育
圜
・
相
談
日
日
▽
奥
野
保
育

園

同
覈
并
薦
7

卜
1
9
-
g・・・毎
週

月
・
木
曜
日

酋
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
観
隣
館
保
育
園
稔
田
4
-
2
9
-
6
)

・・・毎
週
水
・
金
曜
B

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
1
1
0
)

…
灑
天
・
土
曜
日

(
3
9
1
1
)
0
9
7
7

※
い
ず
れ
も
午
前
o
r
。時
～
牛
歯
i
時

周
先
卜
千
住
本
庁
舍
・
児
囂
叨
虞
佩

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

対
象
心
`
重
蹇
暈
当
の
受
給
資
格
者

で
、
中
―
奮
じ
て

い
る
家
庭
内
容
=
親
w
*
S
i
中
幸
生

以
下
の
早
叺
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
Q
A
J

き
、
家
事
や
青
蛋
蚤
両
示
I
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
萇
罌
跼
・
入
院
等

は
対
象
外
)
/
1
`
の
甲
誚
で
&
苡

内
、
年
間
2
0
回
ま
で
/
午
前
γ
時
～
午

後
7
時
の
間
で
連
続
1
時
間
ま
5
7

時
間
豪
L
回
申
込
=
診
察
券
等
、
疾

病
1
か
ん
を
持

参
し
、
介
霞
券
の
x
泌
受
け
て
く
だ

さ
い

繋
急
の
場
角
ほ
、
あ
「
'か
じ
め

電
話
申
に
込
み
に
よ
ひ
代
理
の
方
の
来

所
可
」

申
・
問
先
基
t
住
本
庁
舍
・

場
脛
院
係

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム

国
民
宿
舎
が
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。

場
所
卜
熱
海
、
犬
嚮
E

軽
井

沢
弱
こ
1
1カ
所

対
象
皿
享

彖
{
ほ

父
子
家
庭
の
方

宿
汨
料
=
無
料

※

入
湯
税
や
季
節
に
よ
る
特
別
宿
泊
料
金
1
(

年
度
内
7
泊

ま
で

申
込
日
各
施
設
へ
直
接
予
約

(必
?
足
立
区
ひ
と
n
親
家
庭
休
養
ホ

ー
ム
利
用
と
告
げ
て
ぐ
だ
さ
い
)
。
予

約
後
、
各
福
祉
事
務
所
ま
t
は
児
翼
助

成
係
の
窓
口
で
、
利
用
贊

酋

豊

録

禀
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
(
母
子
年

金
・
児
重
扶
参
l
i
s

、
児
一
育
成

手
当
支
払
通
知
搴
な
ど
、
ひ
こ
n
羲
で

あ
る
'
に戸
籌
癨
認
で
羣
9
も
{
y
甬
か

ん
を
摶
参
}

申
・
問
先
旦
呈
柾
事

務
所

簔
1
)
裘
ほ
千
住
本
庁
舍
・

児
囂
留
贏

高
齢
者
の
方
へ

住
宅
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

対
I
占
丙
在
圧
の
6
5綉
以
上
の
方
で
、

次
―

高
齢
者
の

み
の
世
帯
/
立
な
饗
衢

膏
4

住

宅
に
困
っ
て
い
る
万

助
咸
内
容
悲

宅
あ
っ
廿
刄
/
転
居
一
時
金
※
咄
東

京
都
S
筵
物
取
引
業
曼
跫
立
区
支

部
の
協
力
奩
碍
て
爽
施
し
て
い
求
y

問
先
乱
坐
本
庁
舎
・
高
齢
希
圧
宅
係

家
賃
等
を
助
成
し
て
い
ま
す

対
象
者
n
区
内
{
涎
問
責
賃
住
宅
に
居

l
恚
高
齡
者
り
か
の
世
帯
・
障
害
者

世
蒂
・
ひ
こ
2
帶
菷
/
取
り
笋
レ
に

ま
住
宅
に
困

っ
て
い
る
方
/
区
内
の
民
間
の
賃
賃
任

宅
に
転
居
し
ぷ
?
¥
1
万
助
成
内

容
進

の
差
額
/
契
約
更
新
料
※
世
帯
令
真

の
所
得
に
I

助
成
額
Ⅱ
内
容
・
世
帯
人
員
等
に
よ
り

限
度
額
が
あ
ひ
豕
y
問
先
卜
千
住
本

庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
佩

戦
後
引
揚
者
の
方
へ

平
和
祈
-
、
軌

愀
引
揚
者
の
方
に
対
し
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
s
估
矗
g
U
て
い
家
y
。

対
象
者
n
引
揚
者
に
対
す
る
特
別
奔
町

金
を
受
給
し
た
方
/
日
本
以
外
の
地
域
～

ま
函

驫

き
1

年
弔

醤

宝

拠
が
あ
o
'

に
讐
7
や
む
一″え
な
い
理
田
で
、
終
戦

日
以
後
日
本
に
I

蹐
求
方
法
―
'
求
一
類
を
平
和
祈
念
一

業
特
別
事
金
へ
郵
送
(
請
求
s
は
千
住

本
庁
舎
・
民
生
佩
で
配
付
)

期
圜
(
=
a

月
M
甘

問
先
乱
f
和
祈
忠
一
業
特

別
事
些
・
巣
筋
第
二
課

(
a
4
5
)
4
7
0
肖
`
り

千
年
丕
7
舍
・
民
生
佩

今
月
は
福
祉
手
当
(
国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
謚
摺
乖

襭
儚
筆
当
経
過
措
置
)
の
'
」
年

U
7
8
年
F
呉
煢
届
け
出
さ
れ
`

憮
金
口
座
に
l
a
W

冫
2

誓
跋

み
李
y
。
各
金
融
蠢
哢
支
払
い
奮
叉

け
て
ぐ
だ
さ
い
。
問
先
卜
千
住
本
庁

舎
・
障
害
福
祉
係

教

育

就
学
相
談
の
お
知
ら
せ

教
青
研
究
所
で
ほ
、
4
月
に
小
学
校

へ
入
掌
恚
。
心
身
に
障
害
が
あ
一
夕
と

思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の
翼
学

相
談
奮
行
つ
て
い
李
y
。

教
育
の
耨
煢
こ
こ
に
求
め
た
6
よ
い

か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
哺
叫
が

応
じ
零
歹
。
日
眄
儿
母
一
月
～
薩

日
(
召
缸
涙
陬
く
)
、
午
前
1
時
～
午
後

i
n時

※
t
f
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

柵
・
申
・
問
先
=
m

研

匙
町
農
学
相
談
8
$
I
H

(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

就
学
手
続
き
の
お
知
ら
せ

□
4
月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校
に
入

学
を
希
望
す
る
外
国
人
の
方

ま
だ
入
学
申
請
{
¥
僣
審
し
て
い

な
い
方
は
1

証
明
S
(
乖
嘸
)
を
持
参
し
甲
紳
し
て

。

く
だ
さ
い
。

□
国
・
私
立
の
小
・
中
学
校
に
入
学

か
決
定
さ
れ
た
方

入
学
Y
る
学
校
り
入
学
許
可一
を
学

事
係
に
提
川
U
て
く
だ
さ
い
。

廖
苙
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
万
　

入
学
T
Q
学
校
に
「
就
学
届
に
を
禾

提
出
の
万
啄
、
至
龜
蕘
出
し
て
く
だ
さ

い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
集
£
圭
惷
T
き
・
学
事
派

マッサージ券の
有効期限は

3月15日までです

喜
寿
贊
鎭
)
、
傘
寿
(
8
0
斌
)
、

米
寿
@
恚
の
敬
老
愆
品
と
一
緒

に
お
贈
p
‥
y
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
の
有

～
耆
恚

に
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
出
張

料
奮
桾
于
れ
ぱ
自
宅
で
も
マ
ッ
サ

ー
ジ
が
鷽
g
p
れ
求
y
。
問
先
H

甓
穩
祉
S
議
会

(
3
6
8
8
)
l
g
O

千
&
末
庁
舎
・
障
害
福
抖
鰈
計
画
調

整
係
　
3
8
8
2
T
I
I

㈹

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
3
月
2
1
日
～

瞽

ご
車
中
―
旧
)
/
志
賀
高
原
熊

の
腸
温
泉
/
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
有
/
足

立
区
ス
キ
ー
1
9会
・
堀
内

(
3
8
8
2
)
7
7
8
9

☆
第
1
回
ラ
ー
ジ
ポ
ー
ル
卓
球
大

会
・
小
学
生
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

l
月
2
0
a
税
)
/
梅
田
セ
ン
タ
ー

体
育
館
/
小
学
生
オ
ー
プ
ン
は
区
内

在
住
・
在
`
石
小
罍
生
以
下
/
ラ
ー

ジ
聊
円
・
小
学
生
3
0
0円/
(
ガ
キ
に

「
ラ
ー
ジ
ボ
ト
ル
卓
球
甲
沁
・
「小

学
隼
万
I
プ
ン
卓
球
申
込
・
氏
名
・
{

菊

・
学
年
}
夲
記
入
1

月
4
日

必
着
)
/
足
立
区
卓
球
連
盟
事
務
所

〒
叨
笠
区
西
伊
興
4
-
5
1
1
1
庄

司
方

酋
(
3
8
5
3
)
e
0
3
8

☆
第
L
回
足
立
区
マ
ス
タ
ー
ズ
サ
ッ

カ
ト
大
会
3

月
1
7
a
官
)
/

屁

浜
橋
サ
ッ
カ
ー
場
/
①
3
5歳
以
上
で

組
騅
峇
れ
た
チ
ー
ム
ま
た
は
個
人
②

区
内
在
住
、
在
勤
の
男
性
③
―
月
2
7

日
、
午
後
1
時
3
0分
か
ら
の
代
表
者

会
蘗
に
出
席
で
き
る
万
/
よ

瞋
円
/
l

月
2
5日
ま
で
に
申
し
込
み
/
柳

田一
一
(
3
8
8
8
)
6
5
0
3
夜
間
)

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
嗔
専
募
集

a
月
3
日
亘
、
午
報
衂
1
午

後
1
時
卻
分
/
北
一
一
茖
公
圜
/
鵈
円

/
斉
藤
(
午
前
1
1
時
～
正
午
受
付
)
　

(
5
6
1
6
)
7
5
5
5

=
募
集
=

☆
水
」
ヨ
ト
ガ
ク
ラ
ブ

午
前
!
0時

～
1
1時
4
0分
/
縁
合
ス
ポ
ト
ツ
セ
ン

タ
ー
ほ
か
/
入
会
罕
円
、
月
額
1

千
溺
円
/
佐
々
木

(
3
8
8
4
)
1
4
0
7
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国

保

該
当
す
る
方
は
お
忘
れ
な
く

○
出
産
育
児
一
時
金
○

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
出
奔
姙
と
き
は
、
出
生
児
一
人
に

つ
き
、
出
産
育
児
一
豐
蜀
万
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
妊
娠
t
召
丿
冐
‘
)

以
驫
あ
れ
ば
、
流
産
、
死
産
(
人
工

中
絶
も
含
む
)
で
も
支
給
さ
れ
零
y
。

出
産
者
本
人
が
、
他
の
医
療
保
険
か
ら

夢
吁
る
y
と

が
で
き
る
場
合
(
1
年
以

上
の
加
入
で
退
職
a
ヵ
月
以
内
の
出

産
)は
、国
保
か
ら
支
靨
汎

豈
£

。

な
お
、
6
年
9
月
末
日
ま
で
の
出
産
に

つ
い
て
は
、
助
産
費
2
4万
円
・
育
邵
手

当
亟
2
千
円
が
支
給
に
な
2

ヂ

。

申
込
H
s
民
健
康
保
険
証
、
母
子
手

帳
、
丗
箒
主
名
義
の
預
隻
禳
(

郵
便

局
を
除
く
)
、
世
帯
主
の
印
か
ん
、
流

産
・
死
産
の
と
き
は
そ
の
証
明
書
を
窓

口
に
持
参

問
先
n
中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
給
付
佩

(
3
8
8
0
)
5
I
e
l

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限
哇
誓
刀

末
ぼ
で
y
。
必
ず
椚
期
限
ま
で
に
納
め

て
ぐ
だ
さ
い

。
1

め
な
い
で
い
'
9
と
、
税
金
な
y
}
こ
同
じ

ぷ
冫
に
財
産
の
差
押
処
分
奮
薺
峯
」
y

も

あ
2

チ

。
災
害
や
病
気

、
倒
産

な
ど
の
亊
情
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
蕁
れ
て
い
る
方
は
、
納
付
方
法
に
つ

て
、
い
つ
で
匂
に
I相
談
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
f
r央
本
町
庁
舎
・
滞
納
整
理
第

一
・
二
佩

霓
3
8
8
0
)
5
1
4
1

保
険
料
は
税
控
除
の
対
象
で
す

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
を
す
る

際
、
一
民
健
康
保
険
料
は
「
襲
冒
険

料
控
醂
の
対
象
に
な
ひ
豕
y
。
`
¥

元
に
あ
る
領
収一
や
口
唇
簪

済
通
知
(
(

ガ
キ
)
か
ら
領
収
B
を
確
認
し
て
、

昨
年
の
L
月
か
秡
皆
褫
で
に
納
め
た

保
険
料
の
合
計
額
を
甲
告
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
な
お
、
領
収
亊
な
ど
氛
符
し
な

く
て
も
控
除
は
鷽
q
R
¥
y
。
領
収

一
は
後
に
I

i
命

に
保
費
5
て
ぐ
だ
さ
い
。

問

先
U
中
央
本
町
庁
舎
・
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
p

』

年

金

国
民
年
金
加
入
者
の
6
0
歳
説
明
会

日
時
卜
2
苡
官
(

火
)
、
午
前
1
0時

と
午
後
1
時
の
I
回

篳
苻
は
開
始
3
0

分
前
)

場
所
H
千
住
本
庁
舎
γ
階
会

議
室

対
象
H
昭
和
1
1年
1
月
2
日
～

‘角
I
E

牛
i
れ
の
方
(
対
象
者
に
は

別
に
通
知
)

内
容
U
国
民
年
金
制
度

の
仕
羂
刄
と
霊
豕

続
の
説
叨
お
よ
ぴ

個
別
相
談
(
辱
苻
隕
)

問
先
=
■
0
-
央

本
町
庁
舎
・
適
用
佩

(
3
8
8
0
)
5
-
5
1

4
月
か
ら

保
険
料
を
6
カ
月
前
納
で
き
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
駒
付
s
(
前
期
分
)

に
は
、
1
年
前
納
割
引
駟
付
亊
と
各
月

別
納
付
一
(
4
月
廴
‘
荷
分
)
が
つ
づ

ら
れ
て
い
家
y
か
、
新
律
賢
力
月
前

納
割
引
納
付
s
が
加
わ
n
ま
す
。
a
ヵ

月
分
豕
こ
め
て
t
月
中
に
納
め
て
い
た

だ
ぐ
と
、
ヱ
々
系
鹵
円
励
円
割
引
)

に
、
1
年
分
豕
こ
め
て
t
月
中
に
駟
め

て
い
た
だ
く
と
1
4万
岳
4
1
0円
(
3
千

5
6
0
円
割
引
)
に
な
り
季
こ
8
年
度
保

険
料
1
刋
定
額
L
方
1
千
釧
円
)
。

ま
た
、
口
座
振
替
で
も
a
ヵ
月
前
納

分
、
1
年
前
駟
分
を
t
a
匐
は
に
引
き

落
と
し
で
孝
豕
す
の
で
、
z
月
末
日
ま

で
に
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

問
先

乱
冱
余
町
庁
舎
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
=
表
2

内
容
H
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
弱
こ

※
今
月
の
夜
間
相
談
は
竹
の

褫
セ
ン
タ
ー
c
gい
李
歹

問
先
卜
中

央
本
町
庁
舍
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表2　 ねんき ん出張相談日程表

生

活

環

境

道
路
交
通
騒
音
を
調
査

マ
イ
カ
ー
使
用
は
な
る
べ
く
控
え
ま
し
ょ
う

区
内
の
幹
線
道
路
の
交
通
騒
音
調
査

結
果
が
出
ま
し
た
(
表
3
)
。調
査
し

た
1
1
地
点
9
ぢ
。最
も
騒
音
が
大
き

か
っ
た
の
は
環
娑
。号
艨
の
青
井
五
丁

目
地
点
で
、す
べ
て
の
時
間
帯
で
孤
ア

シ
ベ
ル
奮
?
一
て
い
寉
レ
た
。

ま
た
、ほ
と
ん
ど
の
地
点
で
騒
音
の

環
筴
基
詈
廖
そ
お
り
、6
年
度
の

調
査
結
果
よ
2
愚
化
し
て
い
ホ
y
。

白
勦
車
交
通
a
が
岑
蛋
と

、
騒
音
だ

け
で
な
ぐ
大
気
も
獗
に‘ぐ
汚
染
さ
れ
ま

す
。
マ
イ
カ
ー
の
笛
迢
な
る
べ
く
避

け
て

、
バ
ス
や
電
車
を
利
用
し
て
ぐ
だ

さ
い

。

問
先
4

腿

課
調
査

(
Qり
8
R
》
0
)
I
り
qり・
″
f″
D

環状7 号線( 青井五丁目付近)

表3　 交通騒音調査結果( 単位　騒音: デシベル　交通量: 台/ 1 日)

※ 騒音は1 時間ごとの測 定値を1 日につい て平均し たも の

水洗化が可能に
なりました

表
4
の
地
域
9

滉
化
が
可
能
に
な
2

じ
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

間
先
日
下
水
選
局
小

菅
分
室

酋
(
5
6
8
0
)
6
3
Q
V
l

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
助
成
佩

(
3
8
8
0
)
5
6
8

表4　 水洗化可能地域

川
口
市
「
(
仮
称
)
朝
日
環
境
セ
ン
タ
ー
」

建
設
に
伴
う
都
市
計
画
案
の
縦
覧

川
口
市
朝
日
四
T
皀
に
計
回
じ
て
い

る
(
仮
称
)
朝
日
環
塊
セ
ン
タ
ー
」

建
設
に
伴
う
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
、

足
立
区
の
住
民
も
意
見
夲
述
べ
る
f
J
A
J

が
で
耋
'
ヂ
。
こ
の
案
に
つ
い
て
意
見

の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
、
川
口

市
長
あ
て
に
魯
齧
奮
捷
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
期
間
卜
2
月
1
4
a
山
一
℡
、

午
前
1
時
3
0
分～
午
後
t
時
3
0
分
王
、

。日
曜
日
は
除
く
)

縦
覧
場
所
H

千
住

本
庁
舎
・
環
境
課

※
鹿
浜
区
民
事
務
所
、
舎
人
区
民
事
務

所
で
も
閲
覧
で
罌
ヂ
内
容
卜
川
口

都
市
計
画
ご
み
焼
却
・
ご
み
処
理
場
の

変
更
に
係
る
都
市
計
画
案
(
環
境
影
一

評
価
準
僻
書
を
貪
む
)
憲
見
書
提
出

先
=
川
口
市
都
市
計
回
課
(
〒
3
3
2
川
口

市
青
木
2
-
1
-―
)
問
先
卜
川
口

市
都
市
計
画
課

0
4
8
(
p
5
8
)
1
1
1
0

㈹

川
口
市
朝
日
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
室
　
0
4
8
(
2
9
7
)
4
2
8
1
X
3

千
住
本
庁
舎
・
環
搶
瀕

家
屋
等
を
新
築
す
る
方
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

住
居
表
示
爽
鳫
済
み
の
区
域
で
、
家

匣
等
棄
簒
ぞ
る
万
は
、
住
屋
箟
丞

定
め
る
た
め
I

。

届
け
出
が
な
い
と
住
所
が
決
め
う
れ
な

い
た
め
、
異
励
等
{
¥
聽
貫
裂
蠢
i

せ
ん
。
建
築
確
認
S
一
式
を
持
笋
し
て

申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い

。
建
物
は
以
聊
と

麌
わ
ら
な
い
が
、
所
有
者
や
ア
パ
ー
ト

等
建
物
の
名
称
が
苳
芯
た
場
合
も
屁

け
出
が
必
要
で
r
。

問
先
=
f
r央
本

町
庁
舎
・
住
居
表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
3
J

'

郵

便

局

で
も

利

用

で
き

る

便

利

な
口

座

振替

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、
S
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
T
。

今
ま
で
の
金
融
機
関
(
銀
行
・
信

用
譱
庫
・
信
用
組
合
・
農
S
)
に
加

え
て
、
4
月
か
急

範
便
昜
で
も
利

用
で
き
そ
ち

眤
貧
乖
歹
。
こ
の

機
会
に
口
座
振
贊
じ
て
は
い
か
が

ぷ
ふ
。

申
込
H
預
(
貯
)
金
口

座
の
あ
る
金
融
機
関

屁
便
局
を
含

む
)
貰
ほ
区
恨

麗
窓
口
、
各
区

民
事
務
所
に
預
(
貯
)
金
通
蠎
と
通

帳
印
ヽ
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
豪
持
参

問
先
H
納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

国
民
健
康
保
翳

(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

国
民
年
金
課

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ
も
甼
央
本
町
庁
舎
で
y
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水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

日
時
l
酋
2
8
a
宋
)
'
午
前
1
時
1

午
後
L
時
卻
分
場
所―
画
曙
町
船

着
場～
膈
(
い
わ
ぷ
ち
)
水
門～
千

住
新
檎
L
東
京
菷
卜
千
住
汞
輿
(
ス

利
用
)
対
象
=
観
光
登
器
員
夸
‘

び
区
内
在
住
の
万
定
a
H
叩
人
程
度

栢
潛
蠧
7
▽
観
光
協
会
会
員
・
・
・

1
千
円
▽
会
員
外
…
1
千
5
0
0
円
(
い

ず
れ
刄
蓄
苻
現
当
星
窈
支
払
い
)

申
込
卜
往
復
(
ガ
キ
に
愬
靨
丕
員
の

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
香
苛
、会

員
・
会
員
外
の
別
、
「リ
バ
ー
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
希
望
一
と
明
記
(
(
ガ
キ
-
1
枚
で

I
叺
ま
で
申
し
込
み
可
)

柬
返
信
(

ガ
キ
の
侭
k

匝
所
、
氏
名
奮
夸
配

入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。重
複
申
」込
み

は
無
効
で
y
期
限
=
c
M
i
n
$
$
n
消

印
有
効

申
・
問
先
=

観
光
m

リ

バ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
担
当
(

中
央
本

町
庁
舎
・
産
業
振
興
課
内
)

〒
1
2
0

中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

<
人
権
研
修
会
>

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

～
講
演
と
映
画
の
集
い
～

何
気
な
ぐ
言
っ
た
言
葉
で
相
手
を
傷

つ
け
た
り
、
ま
た
傷
つ
q
p

れ
た
吟
夛
i

に戸
か
の
n
&
チ

。
そ
れ
は
、
私
た

ち
が
、
莓
鄂
や
人
楫
こ
い
っ
な

」と
を

一哢
と
ん
ど
囂
諏
t
g
y

な
ぐ
毎
日
を

屬
じ
て
い
忝
か
ら
で
す
。
現
在
の
私

た
ち
の
社
会
に
は
、
い
じ
め
の
問
題
、

障
害
者
問
願
や
外
一
人
に
対
す
る
偏
見

な
こ
様
々
な
矛
盾
や
不
忿
戮
荐
在
し

て
い
家
f
'。
私
た
ち
の
I
β
k
i

う

め
、
現
昏

笨
の
穩
忿
様
々
な
人
権

問
題
(
同
和
問
題
等
)
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
豈
尤
か
…
m
s
=
2

月
辺
は
禾
)
、午
後
1
時
I
t
時
3
0
分

撮
6
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=
社

会
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
鑿
き
関
心
の
あ

る
方
な
ら
ど
g
た
で
も
参
加
で
霤
豕
す

内
容
H
講
演
『
路
地
裏
の
人
権
』
(
読
-

長
田
中
正
人

氏
)
/
映
画
(
ア
ニ
メ
)『へ
ん
て
こ
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
m
=

無
料

申

込
U
当
日
直
筆
0
1場
へ

問
先
日
千
住

本
庁
舍
・
生
涯
敵
育
推
進
課

(
3
8
8
2
)
L
L
L

㈹

早春
の 香り を届けます

春花
展 示 会

日時=2月20日( 火) 、午後1時～

5時/2月21日( 水) ・22日( 木) 、

午前9時～午後5時場所=中央

本袰丁庁合1 階ロビ ー 内容= 区内

の花き展家が栽培した春の花を展

示。「区 の花」である チ ューリ ッ

プ が中、Cjヽです。 ※ 20日( 火) 。午

後1 時 から先着100人 の方に 切り

花を 配布します 問先= 中央本町

庁舎・農産係113880- 5118

情 報 コ ー ナ ー
皆さんの声を区政へ生かす広聴ハガキをご利用ください

広麗ハガキは、千佳本庁合・中央本町庁舎の受付、区民事務所などの甌售鴦の

囂口にあります。 間先= 千佳本庁舎・広蓴相談佩　l sI - l m ㈹

青 年 センターの 催し
□ 子育てセミ ナー　
「お母さん自身の健康」
家族の健康には皿 り

しても。自分 はついつい無l狠をし
てしまいがちなsl l 111さA 。
自分自身もいたわって、心身と

もに元気になりましょう。日時

==2月22・29日、3月7日( 全3
回、いずれも木曜日) 。午前I c鋳～

正午 対象= 幼児をもつ母親
費用= 無料 ※ お子さんの保育を
し ます(定員1a 人)。・I s い合わせ

ください

□ 青年講座「料理で国際理解」　～
海と空と太陽の国から～

料理を通じて、それぞれの国の
文化と伝統を学びます。日時=
3月2・9・16日( 全3回、いず
れも土擺日)、午後2時～4時内
容=1 日目コスタリカ/2 日目ソ
ロモン諸鳥/3 日目セネガル 定
員=20人( 先着順) 費用=2, 400
円(材料費実費) 期限=2 月22日

- いずれも一
申込=電話 場・申・問先= 青年
センター　3890- 0061

女性総合センターの催し
□ 女と男のフリースペース
～ゲストに法政大学教授稲増龍夫

氏を招いて～
「SMAP現象を考える～アイド
ル文化の変容」
芸能界の人気アイドルグループ　
゛SMAP( スマップ) ″ にスポッ
トをあて、なぜ彼らが若者だけで
なく幅広い年代層に支持されるの

かを、日本国有の現象ともいわれ
るアイドル文化を振り返りながら
分析します。ビデオを観ながら一
緒に考えませんカ丶日時=2月
27日( 火) 、午前1〔l 玲～正午対象
=区内在住・在勤・在学の方定

員=20人( 先着丿噴) ※ 2鎭～学齢
前 までのお 子さ んを保 育し ま す　(
定 艮10人) 。2 月20日 まで に申

込。保育の当 日受付はいたし ませ
ん

□ 公開講座「男性改 造講座」
「女性の時代」の男性たち
～ケースに見る男たちの揺らぎ～

価値観や家族関係の変化、技術
革新、リストラなどが進む現代は

ストレスの時代だと言われていま
す。こうした中で、さまざまな背
景を負い。周囲の女性との関わり
に戸悪いながら、自分像を探し求
めている男性も増えています。こ
れからの男性像を皆さんと共に考

えます。日時=2月22日( 木) 、
午後7時～9時講師=中村延江
氏( サイコセラピスト) 定員=30
人( 先 着順)

――いずれも――
費用= 無料 申込= 電話 場・申・

問先= 女性総合センター
3880 ―5222

消費者センターの催し
□ 暮らし っくスクール修了 記念講

演会　阪神からのメッセ ージ「ど
こ まで減ら せる家の中の 危険」

日程等= 下表 定員=50 人( 先着
順)

時間は午後6時30分～8時30分

□ 生活の科学講座 「大切な衣類、
気をつけて! 」

日程等= 下表　宦髓=20人( 先着
順)

時間はいずれも午後1時30分～3時30分

― いずれも―
対象= 区内在住・在動の方 費用=
無料 申込=電話

場・申・問先= 消費者センタ ー
3880 ―5385

学校の外にも楽しさいっぱい!

君たちは何をしたい?

「子どもフォーラム」開催
『芍!建交i茜5 日 制j カiス タ ート し

て 子ど も た ち の 余暇 時 間 が 増 えて

い る 今、 こ れを どう とら え て 活用

し て い く かが 大切 です 。 こ の 闇 蕗

を 子 ども た ち 自身 が 考え て 意 見 表

明 す る「子 ど もフ ォー ラ ム亅。 親 子

で の 参 加を お 待 ちし てい ます 。

日 時=3 月9 日( 二t二)、午 後1 時30

分受 付開 始。 午 後2 時 開 会 場 所=

ギ ャラク シテ ィ ・ 西新 井文 化 ホ

ー ル 対 象= 区 内 在 住 の 小 ・中 学

生 と そ の保 護 者 申 込= 当 日廈 接

会 堤 へ 問 先= 千 住 本庁 舎 ・少 年

育 成 係　3882- 1111 ㈹

千住あそびまつり

日時=2月18日( 日) 、正午～午後

3時 場所= 千住公園( 雨天 の場
合は千 住児 童館内で行います)
内容= 大人がガ キ大将になり、 昔
や今の遊びを通し て。三世代が交
流し ます。ベーゴマの真剣勝負や

等身大の紙ずもう千住場所もあり
ます 費用= 無料 申込= 当日直
接会場へ 問先= 千 住児童館・老
人館　3882 ―2765

一緒に演奏を楽しみませんか

足立ジュニア吹奏楽 団
団 員募集中
Z」り梦4 年 生 から6 年 弖弖で1瘴癘さ

れて い る 艮 立 ジ ュニ ア吹 奏 楽|亟の8

年度 の新 入団 員 を 募 集 し て い ま

す 。 対象=4 月 に 区 内 の 小学4 ・5

年生 にな る 児 童 募 集 人 員= 新4

年生 … 20 人/ 新5 年生 … 5 人

申 込= コミ ュニ テ ィ 文 化 ・ス ポ ー

ツ 公 社 文 化 事 業 縢( 〒123 栗 原1- 3- 1

ギ ャラ ク シ テ ィ 内) へ 直
接 申 込● を 持 参 ま た は 郵 送 期 限

=2 月15日 問先= コミュニ ティ
文化・スポーツ公社文化事業 課
5242- 8161

千住本庁舎
3882 ―l l l l f HJ

MXTV で足立区の情報を放映!
( 東 京 メ ト ロ ポ リ タ ン テ レ ビ)

□ 東 京23区提供番 組
番組名=「東京"FI LE( ファイル) 23』
時間帯=毎日、午後9時45分～10
時 ※ 大井競馬の開催時は放映し
ません
□ 足 立区のまちの 話題の放送予定
日時=2月20日( 火) ・3月19日
( 火) 、午後9刪汾～1脚放映の

番組r東京; FI LE23 』

MX テレ ビ はUHF- 14 チ ャ ン
ネ ルです。ご蒙 庭でご覧いただく
に は、専用のUKF アン テナ の設

置が 必要です。

□ 受信に関しては…
お 近くの電気盾 またはMX テレ

ビ パブリ ックセンタ ー
3986- 1414 へお 問い 合わ せ く
ださい。 〈広報課〉

◎「 あ だち広 報」は再 生紙を使用してい ます F. T. H. 240, 000


